
内容：

我々は，再生医療への応用を目指して，生化学的因子以外
での細胞誘導・制御技術開発の基礎研究を行っています．

iPS細胞が実用化されれば，再生医療はぐっと現実のもの
に近づきます．しかしながら，生体を構成する分化細胞が得
られるのみでは，体の再生はできません．細胞にいかにして
生体の複雑な構造を形成させるか．その誘導・制御技術の
確立が不可欠です．

生体は，重力・筋力・血流など常に力が作用した状態に置
かれています．このことは，生体の機能を調節する上で重要
ですが，細胞がこれら力の作用を感じ取る仕組みについて
はまだよく分かっていません．その仕組みが明らかになれば，
適切な力や変形を与えることで，細胞の働きを制御して生体
の再生へ生かすことができる制御因子として利用できる可能
性があります．

我々は骨組織に着目し，骨を作る細胞に引張りひずみを加
えた際の細胞の変形・応答の様子を詳しく観察するためのデ
バイスを開発しました．これを使って，細胞が力を感じ取る機
構解明に向けた新たな知見が得られると期待しています．

分野：生体医工学

専門：細胞バイオメカニクス

E-mail: katsuyas@tokushima-u.ac.jp

Tel. 088-656-2168

Fax: 088-656-2168

HP : http://www.me.tokushima-u.ac.jp/aaelab/

コンタクト不良

カバーガラス上に集積して
製作した細胞伸展デバイス

細胞伸展デバイスの拡大
画像

デバイスはマイクロマニ
ピュレーターで駆動される

蛍光顕微鏡で観察した骨
細胞の一種，骨芽細胞


